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平成20年3月に新学習指導要領が告示され､算数科においては算数的活動が･-一層強調された｡
これは中央教育審諺会､教育課程部会､算数 ･数学科の改善における ｢算数的活動の充美｣を
受けたものである｡井教的活動は､平成10年告示の学習指導要領で､学習蘇欲の歯止め方策
の切り札として登場したものである｡数歳や固形の牧舎や原理を教え込むのではなく､自ら学
び､自ら考え､確かな芽数の学力を身に付けさせることを意図していたものである｡放念なが
ら､国の調査によれば算数的活動を取り込んだ授業は十分とはいえない状況にある｡しかも､
｢自分の馴言が持てない｣という児塵も多いという及頓が指摘されている｡こうした状況を鑑
みて､｢算数的活動の充実｣が強調されている｡習科と探究を活用でつなぐ算数教育において､
習得教育が基姫である｡そこで､罪数的情動を適した習得教育をどのように構成-4すいまよいか
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1 習得 ･活用 ･探究教育
(1)生きる力と習得･活用･探究教育
PISA調査結果では､読解力が不十分で､数学的
リテラシーの平均点も下がったという報告があるOまた､
全国学力調査では､計算の普味理解が不十分であり､
知弧･技能を習得しても､活用するまでに至っていな
いなどの課越が示されている｡こうした課度削こ対応す
るため､改TE教育基本法や学校教育法の一部改TE
では､｢生きる力｣を支える｢確かな学力｣､｢豊かな
心｣､｢健やかな体｣の調和を重視する方向を示した｡
学力面では､教 育隈程の国際的通用性の観
点から､学校教育法､第4章小学校､第三十条､
②には､ 生涯にわたり学習基盤が培われるよ
う､基礎的な知織及び技能を習得させるとともに､
これらを活用して課題解決するために必要な思
考力､判断力､表現力､その他能力を育み､主
体的に学習する態度を養うことに､特に恵を用
いなければならない｡
と､新しい学力観を示したOこうした新しい方向性を受
けて､新学習指導要領では､教育課程の国際的通
用性の視点から｢習得Jr借用｣｢探究｣の3つ教育が
強調され7㌔
◇習得:基礎的･基本的な知織･技能の習得
◇活用:知識･技能等を活用して歌麿を解決する
ために必要な思考力･判断力･表現力等を育
成すること
◇探究:唐欲､主体的な学習憶度を凄うこと
* 1岡山大学* 2中国学園大学
習得･活用･探究教育は､｢生きる力｣を育む教育
の根幹をなすキーコンビテンシーであり､生きる力を
育成するためには､①を基盤とした②､③の教育の
推進が重要であると述べられている｡
(2)穿数教育の改善と算数的活動の充実
中央教育番散会､教育課程部会､答申は､学習
指導斐額の改訂に関して､算数科改善の5項目の
基本方針を示している｡その第-に ｢算数的活動
の充実｣を取り上げている.
③ 算数､数学
(1) 改善の基本方針
算数､数学科については､その探題を踏ま
え､小 ･中 ･高等学校を通じて､発達段階
に応 じ､罫数的活動 ･数学的活動を一層充
実させ､基礎的 ･基本的な知織 ･技能を確
実に身に付け､数学的な思考力 ･表現力を
育て､学ぶ意欲を高めるようにする｡
習得､活用､探究教育は､教科横断的に行われ
なければならない｡算数 ･数学科も例外なくこう
した教育を推進しなければならないO弟教科では､
習得､活用､探究教育を推進するにあたって､中
心的な機能を果たす方策として､｢算数的活動｣を
取り上げている｡そして､その充実を鼠ることが
最重要裸笹として提言されている0
2 算数的活動の現状と期待
(1)進捗状況
活動を通して学ぶことを好む発達段階にある児
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｣
竜の実態を鑑み､算数科では､従前から数正や固
形に関する操作的な活動を学習指導要衝の改訂の
度に強制されてきた経緯がある｡平成10年の告
示の学習指導要領においても､学習意欲の低下の
歯止め方策として ｢算数的活動Jを初めて登場さ
せ､｢数猛や図形についての作業的､体験的な活動｣
を特に重視する授業改善がDJHまれてきたo
塵祝された r算数的活動｣であるが､その進捗
状況はどうであろうか｡平成15年度の教育課程
実施状況調査では､グラフ1の通りである｡
グラフl 作葬や経験を取り込んで井牡の任秦をしているか
算数の授業に数出やlxJ形についての作業的 ･体
験的活動を取り込んでいる教員は､r行っている｣
｢どちらかといえば行っている｣の両者を合わせ
ても80%を割っている状況にあるQ算数的活動
重視の方向性を受け止めて､積極的に ｢行ってい
る｣という教員は20%程度と非常に低い｡逆に､
｢行っていない｣｢どちらかといえば行っていな
い】という割合の多く､算数的活動 ･数学的活軸
重視が単なるスローガン倒れになっている感があ
る｡
(2)算数的活動による学力向上-の期待
許数的活動 .数学的活動を耽り込むと､果たし
て/il:数 ･数学の学力は向上するのであろうかn お
もしろいデータはグラフ2の通りであるDグラフ
2をみる限り､数ilや図形に関する作業的 ･体験
的な活動を取り込んで算数 ･数学の授業を行って
いる授業ほど歩数 ･数学の学力が高いという傾向
にあると思われる｡例えば､第5学年､6学年の
結果をみれば､芥数的情動を取り込んで授業を行
っている方が成統良好な傾向にあることが分かる0
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/ラフ2 算牧的倍廿】と草ノブ
3 従前の ｢算数的活動｣の意味と強調されるよ
うになった経緯
算数的活動(mathematical actiⅥty)は､平成
10年告示の現行の学習指導要領で初めて登場し
た方策である｡従前の操作的活動(manipulation)
やピアジ二｢のいう念頭操作 (operation)に作業的
活動や体験的溝助が付け加わった｡ピアジェのい
う念頭操作は､頭の中で41Jう活動である｡いわば､
算数科で指導する指導ヰ〔項そのものであり､算教
科の指導目標そのものを指しているO操作的活動
は､机上でブロック7Ijどの具体物を軌かしたり､
図を古いたりする具体的な活動を意味している｡
算数的括軌は､机上で具休物を操作する活動に
留まらないで､教室や運動場で行う数鼎や図形に
関わる作業的 ･体験的活劇を意味している｡念頭
操作や操作的活動を含む幅広い括勅を意味し､次
のような構造でとらえることができる｡
4 パラダイムの変化と新しい算数的活動
(1)社会の変化-の主体的な対応
PISA調麿等の各種嗣蚕の課魅として､｢自分の自
信が持てない1といった情意面の演題､｢読解力I
r活用力｣が不十分といった孟告知面の濃題が指摘
されている｡体験不足から､自信が持てない､学習
への意欲が低下傾向の子どもに対しては､数丑や
図形に幽する作業的､体験的活動等の算数的活動
は不可欠である｡また､高度情報化社会の進展著
しい社会にあっては数学的リテラシーの重要度は
ますます高まっている｡こうした社会の変化に主
体的に対応するために､算数教育の中で授業改善
が求められている｡
算数科の授菜改善においては､
算数的活動を充実し､数丑や図形について
実感的に理解し豊かな感覚を育てながら､基
礎的･基本的な知取･技能を確実に定着させ
るとともに､教学的な思考力･表現力を高める
ことや学んで身に付けた算数を生活や学習に
活用することを重視して改善を図る
とし､算数的活動を今後も一層重視していくためとし､
以下の3つの例示を示しているo
ア 具体物を用いて数丑や図形についての意
味を理解する活動
イ 知識･技能を実際の場面で活用する活動
り 問題解決の方法を.考え説明する活動
上記の3つの舞数的活動の例不は､社会の変化
に対応する力を育成するための罪数的活動を示 し
たものである｡アは主として習得 ･探究教育を､
ィ､クは活用教育を視座したものと思われる｡
(2)例示された3つの ｢算数的活動｣の意図
従前の罫数的活動を捉え直し､3つのカテゴリ
ーで示されたそれぞれの算数的活動の音園を明確
にする必要がある｡そのためには､教育課程部会､
審議のまとめの界教科の改善の底本方針の中の
｢発達段階に応じ､算数的活動 ･数学的活動を一
層充実させ､基礎的 ･基本的な知織 ･技能を粍実
に身に付け､数学的な思考力 ･表現力を育て､学
ぶ昔欲を高めるようにする｣にTT=.視する必要があ
るD
① いつの時代にも重視すべき算数的活動
rア 具体物を用いて救出や図形についての意
味を理解する活動｣は､例'T<された3つの算数的括
劫の中でも中核をなすものである9
第数の重要な学習内容である数丑や図形は抽象
的な概念や原理であり､言葉や救､式といった記
号によって思考 (念頭操作による思考)を進める
ことはできにくい｡ピアジェのいう念頭操作は､
芥数教育の目標であって､これが初めからできる
わけではない｡ポアンカレー が ｢言語と思考｣の
中で道具的言語の重要性を指摘しているように､
児童は敷金や図形に関わる具体物を使って思考し､
故故や図形の概念や概念を形成 していくものであ
るO｢ア 具体物を用いて数丘や図形についての意
味を理解する活動｣という算数的所動は､発達段階を
考慮すれば､算数教育の基盤とすべき指導方策であ
る｡子どもは大人と違って､頭の中で抽象的な言薬
や記号を使って思考することは苦手である｡具体
物を換作したり､実験したりしながら活動的に学
ぶ中で､次第に数や図形のイメージ化を図り､そ
れを抽魚的な計算 ･図形の意味や計節の原理 ･凶
形の性質に結びつけていくのである｡
イギリスのナフィール ドプロジェクトは､次の
ように示している｡
① I Hear and､ I Forget
② I Sea and､ I Re皿e皿ber
③ I Do and I Understand
教え込み型の授業により ｢分かった｣といって
もすぐ忘れる｡これに対して､③のように為すこと
によって五感を働かせて学ぶと､r分かった｣と実
感的理解の形成が期待できるのである｡
②今後､特に重視すべき算数的活動
ア 説明する算数的活動
3つの例示された欝数的活動の中で､今後特に
正視すべき罪数的活動は､｢ウ 間趨解決の方法を
考え説明する活動｣である｡今回の改訂で充実すべ
き盤要布項として｢社会の変化への対応の観点から
教科等を横断して改善すべき耶項Jを6点にわたって
検討している｡その中で第1に取り上げられているの
が｢言語活動の充実｣である｡国語科で培った能力を
基本に､知的活動の基地という言語の役割の観点か
ら算数科では､
･比駿や分類､関連付けといった考えるための
技法､帰納的な考え方や演梓的な考え方など
を活用して説明する爪
など､教生や固形の知識･技能を所用する学習活動
を充実することが重要であると改善すべき点を指摘し
てし､る｡
イ 鋭明する算数的活動と習得
芥教科の習得教育では､基礎的･基本的な数丑や
図形の知放･技能を確実に身に付けることである｡一
方的に数も上や図形の意味を教えて､分かったものと
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する教え込み教育は､堀修主義教育であり､習得教
育ではない｡習得教育は､本当に子どもたちが数丘
や図形の意味を理解したか､原理･法則を理解したか
を評価し､確認することが必要である｡こうした習得数
台を強調している一端は､例えば､新学習指導要領
の第4学年､2内容､A 数と計許(4)
整数の計算の能力を定着させ､それを用いる能
力を伸ばす
と示されていることからも知ることができる｡第4学年で
は整数の四則計算の学習が完了するので､本当に整
数の四則計算の能力が習得されているかどうかを確
認することを求めている｡具体物を使った算数的活
動を通した授菜では､活動の様子をみれば､子どもが
行動レベルで理解しているかどうかを知ることができ
る｡ 最終的に言英や記号的レベルで分かっている
かどうかは､言葉や数､式で数虫や幽形の概念や原
理を説明できるかどうかで判定できる｡すなわち､課
題をどのように類推的に考えたり､帰納的､演縄的に
考えたりして新しい概念や原理を習得したのかを言
熊や数､式､園等で説明させる必要がある｡
説明する笥数的活動は､具体物を使った第数的活
動を､言張や記号レベルの数虚や図形の概念や原
理の形成する過程で不可欠な活動であり､本当に習
得をしたかどうかを確認するためにも大切な精勤であ
る｡
5 新しい ｢算数的活動｣の意味
(1)現行の ｢算数的活動｣
現行の解説編には､算数的所動の定義を次のよ
うにし､｢作業的な算数的活動｣等､8つの算数的
活動の例示を示している｡
<定義>
児童が目的をもって取り組む罪教にかかわり
のある様々な活動を意味しており､作男的 .
体験的な活動など手や身体を使った外的な活
動を主とするものがあるoまた､活動の普味
を広くとらえれば､思考活動などの内的な括
(2)新しい ｢算数的活動｣
平成20年3月告示の新学習指涛要領には､節数
的活劫を通して､知識 ･技能の習得､それらを活
用して思考力､判断力､襲現力をはぐ組､主体約
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に探究する学習憶度を培うことが示された｡その
例示として､下記の3つのカテゴリー から各学年
に歩数的精励の例示が示されたO
① 具体物を用いて赦免や図形についての意味
を環解する活動
② 知識･技能を実際の場面で活用する活動
③ 間暦解決の方法を考え説明する活動
①､②は従前の算数的活助のカテゴリー の範略で
ある｡例えば､小学校学習指導要領解説算数科編で
いう｢体験的な界数的括軌 ｢具体物を用いた算数的
活動｣等は①の範掛 こ属する｡また､r総合的な算数
的活軸｣｢応用的な算数的活動｣等は､②の範鵬に属
する｡
ところが､③は界数的活動として新規に位置付く活
動である｡訳解力不足が指摘され､これを育成するた
めに､常数科でも｢言語的な活動｣が求められ､③の
説明する活動が新たに算数的活動として付加され､
強調されている｡
(3)小中連携と算数的活動
非教科においては､算数的活動であるが､中学
校 ｢数学｣においては､数学的活動(mathematical
activty)である｡/｣､･中連携教育の観点から､算
数的活動は中学校 ｢数学｣の数学的活動と連動す
るものでなければならないD
r界数的活動｣と r数学的な活動｣の関連付け
をすれば､下記の表のようになると思われるo
図1 芥敦的活動と数学的活動の関連
･具休物を川いて数
JIkや凶形についての
･知識.技能を実際の
場面'で活用する活動
･間頓解決の方法を考
･数学を生み出す活
･数学を利用する活
･数学的に伝え丹う
･数学的に実感する
6 習得と算数的活動
(1)算数的活動を基盤にした習得の授業構成
①算数的活動による習得
敦盛や図形の概念や原理は抽象的である｡言薬
や数､式等を使って数塵や図形の概念 ･原理を説
明することができるまでの知識 ･理解を習得させ
ることは簡単な作業ではない｡活動的に学ぶ発達
段階にある児童にとって､敬虫や歯形に関する作
業的､体験的活動や具体物を使った算数的活動が
不可欠である｡新学習指導要領では､第1学年の
算数的活動の例示に､
イ 計算の意味や計第の仕方を､具体物を用い
たり､言葉､数､式､図を用いたりして表
すこと
と示されているC第1学年の ｢たし第｣では､ま
ず､たし昇の意味を理解させ､その昔味を説明で
きるようにすることが大切である｡たし算の曹味
には､単項淑弟と二項演算の2つの演第の凄味が
ある｡前者は､いわゆる ｢増加｣の場面であり､
後者は ｢合併｣の場面である｡こうした2つのた
し罪の意味を理解させるためには､次の算数的活
動を通して指導される｡
合併 :青リンゴは3個､赤りんごは2個ありま
す｡りんごは全部で何個ありますか
[二 ㌔X ~.+ii_1
Jl, 式 3十2-5合わせる 3たす2
[二IT+Ji:
増加 :あめが3個もっています｡2個もらいま
したOあめは何個になりますかo
Loool@
11増える 式 3+2
000●●
合併と増加は､それぞれ計井の用いられる場面
や操作も完全に異なる｡にもかかわらず､表記は
両者とも ｢3十 2｣と同じ式で表すっこの両者の
たし算の意味を理解して､初めて､たし第の意味
が形成 ･習得されたことになるO
② ｢表すこと｣の解釈
第1学年の ｢界教的活動｣の例示の ｢り 計卯
の昔味や計算の仕方を､具体物を用いたり､言紫､
敬､式､図を用いたりして表すこと｣という文言
の解釈であるが､次の区別を行い､使い分けする
必要がある｡
･具体物を用いて数忠や図形についての意味を
理解し､数や式､言薬で表す活動
･自分の考えを説明する活動
前者は､第1学年のたし算の意味に関しては､
ブロックを手で動かして､合わせたたり､一方-育
せたりする操作を通してその昔味を理解し､式に
表す清軌を意味する｡この操作的活動の機能をポ
アンカレーは道具的言語による思考として重視し
ているO子どもが思考する際の具体物を常用した
行動の大切さを挽いているのである｡児亜の発達
段階を助奏すれば､抽象的なたし節の意味の形成
に当たっては､｢合わせる｣｢増える｣というキー
ワー ドも蒐要であるが､その前に､ブロックなど
の具体物を経って ｢合併｣や ｢増加｣の昔味を作
菜を通して体得させ､たし算の意味を実感的に理
解させるようにすることが大yJである.
後者の ｢自分の考えを説明する｣場合は､たし
井の者味を自分なりに理解したこと､解釈したこ
とを､他者に伝えることを指す｡その場合､具体
物を使って説明するのか､図を使って説明するの
か､あるいは､言葉や数､式を使って説明するの
かそのレベルは明確に示されていない｡しかしな
がら､本当に､たし第の意味を理解しているかは､
一般的､抽象的に､r合わせて｣｢増えるから｣な
どといった演算の本質をとらえたキーワー ドを使
って､抽象的なたし辞の式にかいて､自分の育英
で説明することが大切である｡これができれば､
たし算の意味を理解していると評価できる｡
なお､注意を要するのは､こうした ｢合わせる
から｣｢増えるから｣という言薬で説明できても､
ブロックを使って具体的に行動レベルで説明する
ように求めると､これができない子どもがいると
いう点であるっ児童の発達段階に応じた ｢算数的
活動｣の指導の要点が､この点にあるC行動レベル
の数学的な思考と言葉や教､式を使った数学的思
考とが必ずしも結びついていないのであるO
③内容知と方法知の習得
習得教育で危供されるのは､数丑や図形の概念
や原理の習得という結果に目を奪われ､概念や原
理を形成するプロセスが軽んじられ､結果主義に
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走りやすいことである｡｢習得｣と ｢探究｣をつな
ぐ ｢活用｣の教育をということを勘案すれば､重
要なのは ｢自ら学び､自ら考える｣という探究教
育である｡自ら学び､自ら学ぶためには､結果とし
ての知識 ･技能を身に付けておれば十分というわ
けではない｡重要なのは､習得の過程で逐次身に
付く知軌､技能の学び方であるCすなわち､習縛
するモ)のは､数是や図形に関する基礎帆･基本的な
内容知とともに､それらを身に付ける方法知であ
る｡学校教育法30粂②､
生涯にわたり学習する適確が培われるよう､
基礎的な知取及び技能を習得させるととも
に･･
と示されている ｢生涯にわたり学習する基礎｣に
着目すれば､学び方を学ぶという方法知の習得が
含まれると考える｡学び方を学ぶという方法知の
習得は､罪教科に限ったことではないO他教科でヰ､､
それぞれの教科の知識･技能を習得するとともに､
それらの習得の仕方を学ぶことが大切である｡
特に､小学校段階では､学び方を学ぶという娼
本原則は､｢I Do and I Understand｣であ
るD行動することによって学ぶことにより､学び
方を実感的に体得することができると考える｡
例えば､5-3の求算の場面におけるひき弟の
意味指導を取り上げる｡新規事項のひき罪の意味
を理解させる場合も､ブロックなどの具体物を使
った算数的活動を通した学びが大切である｡
求残 :子どもが5人遊んでいますQそのうち､
2人帰りました｡
何人残っていますか｡
｢三三~:.r~l
｣ユ
2こ とると
成りは､3個
具体物を使った活動を通して､子どもは､合併や
増加と異なる求残の場面を行動的､実感的に学ぶ
ものである｡行動を通して学べば､式に表すとき
も｢たし第かな｣と揺さぶっても､｢合わせる｣｢-
一別こ寄せる｣という活動と違うので､たし辞で表
現することはできないと容易に気づく∩こうして､
｢2個とる｣という操作的な活動を5-2という
新しい式に寮すことを知らせて､ひき55:の意味を
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知らせることが大切である｡
以上のことから､界数的活動は､内容知だけでな
く､方法知を習得するための活動でもあるので､
学び方を学ぶという視点からも唐を用いて指導す
る必要があるO
(2)算数的活動の内面化の必要性
算数的活動と数学的な思考に僻ができ､具体物
を使った算数的活動が言薬や数､式を用いた数学
的な思考とが結びついてない授業がある｡校念な
がらこの間飽点は今もって解消されていないO
-娘に､導入部分では子どもの立場を重視して
具体物を活用して楽しく算数の授業を展開しなが
ら､急に等教科の目標である抽象的な数や式を教
師が一方的に結びつけて考えさせようとする傾向
があるU特に､｢A 数と計範｣の領域では､両者
の甑が ･^きく､節数的活動を無視して,教え込ん
でしまいがちであるO
例えば､第1学年の繰り上がりのあるたし算の
計算の仕方は､笥1学年の引算の仕方指導で最も
学習抵抗のある指導事項である｡一般に､8+4
のような計算は､
8+4-8+ (2+2)
- (8+2)+2
-10+2
-12
と､｢10と いくつ分｣といった数の見方を活か
して､加数分解法といわれる第位に帰着して指導
される｡初めは､ブロックなどの具体物を使って
思考を進める｡
<妓体物を使った思考>●●
0000(つ
000●
00000
000●●
●●
ブロックを使った具体物を使った思考の段階は
自由にさせておきながら､たし第の仕方を加数分
解による許法に結びつける段階では､それまでの
ブロックを使った学びを無視して､急に､数や式
を用いて加数分解法の算法を敵え込むのである｡
人間力を育成では､｢教えて､考えさせる授菜｣
が提果され､こうした授業がそれに該当するとい
う人がいる｡果たしてそうであろうか｡｢教える｣
-｢教え込む｣と誤解してと思う｡昇数的活動と
数学的な思考が市郎していることに間題意徴を持
たないようである.具体物を使った算数的活動と
数や式を用いた数学的な思考を別々なものとして
とらえ､前者は楽しかったらよい､後者で教え込め
ばよいと考えているようでは､具体物を使った簸
敬的活動の音義はないと考える｡
(3)算数的活動の内面化を構成
具体物を使った算数的活動と数学的な思考とが
釆離しやすい問題点を､如何に解消するかは､算
数的活動の内面化にあるD内面化のためには､算
数的活動と数学的活動をつなぐ働きをする ｢イメ
-シによる思考｣を設定する必要がある｡
イメージによる 数学的思考
イメージによる思考というのは､具体物を用い
た弟数的活動を頭に思い浮かべて､思考進めるこ
とである｡したがって､具体物を用いた活動の園
をみて思考するとともに､どのように思考したの
かを､逐次､話し富来で表現していく段階である｡
こうして､詣し言葉で表現することが､やがて､
言語や数､式などを用いた数学的な思考へ結びつ
くものと考える｡
<内面化のプロセス>
(4)内面化の方策
① 3つのプロセスの双方向の往還
第教的活動の内面化の基本原則は､｢行動による
思考｣- ｢イメージによる思考｣- ｢記号により
思考｣によって進み､これにより基礎的 ･基本的
な教生や固形の概念や原理が形成 ･習得されるも
のと考える.しかしながら､例えば､計算の意味
理解に関して､式をよむことが不十分であるとい
う指摘されている｡こうした点を勘案すれば､抽
象的な式から､その場面を､具体物を使って説明さ
せたり､図にかいて説明させたりする情動が不可
欠であると思われるO反省的思考重視の観点から
も､可逆的に記号による思考から､行動による思考､
イメージによる思考に進むような往選的指導が大
切であると考える｡
l
三 ･l
例えば､第5学年の通分指導では､既習の知識
技能を活用する軒数的活動を用いれば､具体物を
使う必要はない｡すなわち､等しい分数は学習済
みなので､これを活用すれば､碗揮的に思考して､
2/3と3/5の大小比較の課題を解決し､新た
に通分の概念を習得することができる｡ただし､
こうした念頭換作による思考は､子どもには実感
的理解が伴わないことがあるDそこで､等しい分
数を活用して､通分の概念を習得するだけでなく､
通分するということを図にかくなどの行動を通し
て､視覚的に説明させるなどの活動を取り込み､実
感的に習得させるのがよいと思われる｡
② 算数的活動の内面化と青筋活動の充実
新学習指導要領では､言語活動の充実が強調さ
れている｡言語活動の充実は､具体物を使った算数
的活動を内面化する観点からも大切である.論定
が豊かでない確達段階にある子どもたちの表現力
は､具体物を使った活動が表現の手段である｡しか
し､それに終始しては故地や図形の概念 ･原理､
鮭則を習得できな｡言語的活動の充実では､レポー
ト､小爪文をかくことが重視されているhこうし
た､省くという方策による言語活動に移行する全
段として､｢つぶやく｣｢許す｣｢説明する｣という
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言語的活動が基盤になると考える｡算数的活動の
例示の ｢説明する番数的倍勤】は､状況的学習論が
主張している他者と関わった方がよりよく算数を
学ぶことができるということを意図したものであ
ろう｡しかし､説明する算数的活動は､算数的活
助を内面化する機能を有していると考える｡自分
の考えを､具体物や園を併用しながら説明するこ
とは､基礎的･共本的な数枚や図形の概念の形成に
敬って重要な働きをする.説明する界数的活動は､
他者との関わる能力を培うとともに､自己の算数
の認知形成の発達に不可欠なU)である｡
言語的活動の充実に幽して､もっと虚祝したい
のは､具体物を使った算数的活動をする際の｢つぶ
やき｣であるDこのつぶやきが､抽象的､一･股的な
計算の意味や節法に結びつける際の軸を握ってい
るからである｡しかも､子どもからでる数学言語
が豊かであれば､これを基礎にして確かな数学言
語と結びつけて､散見や図形の概念や原理の形成
習得が図れると考えろO
例えば､第1学年の練りとがりのあるたし算に
おいても､だまってブロック操作をさせるよりも､
つぶやかせながら活動させた方がよいO騒々しい
授業は避けたいという人もいるが､騒々しいと活
動的とは異なる｡つぶやかせながらブロック棟作
することは､行動的思考と言語的活軌を掛合させ
ながら進める方策であり､こうした活動が､言葉
や数､式を使った数学的思考に高まっていくもの
と期待されるのである｡
<8+4の加数分解法による算法>●●
4を 2と2に
分けて､･･
00000
000●● 8と2で 10
になるから､- ･
③ 内面化と繰り返し活動
基礎的基本的な数凪や図形の知識 .技能の確実
な習得に向けて繰り返し指導が強調されている｡
こU)繰り返 し学習は､スキルだけに終始すべきで
はない｡算数的活動の内面化を図るためにも必要
である｡
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第1学年の繰り上がりのある8+4のようなた
し芽では､加数分解の算法を内面化する｡具体的に
は､｢まず､4を2と2に分ける｣｢次に､8+2
で10｣｢最後に､10と2で12｣と計算するこ
とになる｡広島県三原市須波小学校の1年生の授
業では､声を出しながら､ブロック操作をしていた｡
驚くのは､｢もう一回やります｣といって､声に出
してブロック換作を繰り返したのである｡中には､
さらにもう一回繰り返す十どももいた｡こうした
繰り返し活動により､進んで自分の考えを常々と
説明できるようになっていた｡言語的活動塵視の
詐欺的析動では､説P)]力が強調されているが､そ
の鬼礎となるこうした繰り返し活動の充実を図る
必要があると考える0
7 結語
習得と探究を活用でつなぐ教育が強調され､や
やもすれば､各種学力調査で結果が悪いといわれ
る ｢活用｣教育に日を帝われやすい｡しかしなが
ら､活用､探究教育は､習待教育の基盤に立ってお
り､習得教育を見画す必要がある｡新しい学習指導
要領では､界教的階動を通した習得教育が強調さ
れている｡算数的活iRbも説明する算数的活動が注
目を集めているが､具体物を使った許数的活動は
発達段階から考えると相変わらず虚要であり､今
もって内面化の課題は解決されていない｡具体物
を使った算数的精勤の改善は､内面化にあり､特
に､言語的活動と関連づけた指単の重要性を指摘
したい｡
く引用 ･参考文献>
1 木原健太郎編､｢搬作を活かした 『数と計鈴』
の授業｣､明治図書､1984.
2 文部科学省､小学校学習指導要領､2008
3 文部科学省､中学校学習指導要細､2008.
4 文部科学省､小学校学習指導要絹算数科緬､
2008.
5 文部利学省､中央教育審議会答申審証のまと
め､2008.
6 文部科学省､幼稚園 ･小学校､中学校､高等
学校及び特別支援学校の学習指単管領等の
改善について (答申)､2008.
